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6) 宮本憲編「講座地域開暁と自治体」第1巻， 7ベ ジ" "fi-びl司「社会資本論J61ベー シを参照.
























敏に吸収 L. 自らの政策としたものであった。井上，前掲書， 367へ ジ。
8) 農林省経済更生部「後藤畏林大臣農山漁村経済更生に関する訓示講演Jl!:134年。
9) 農林省経済更生部「農山漁村経済更生計画樹立町村名簿J1934年。






























12) r日本農業年報」第四耗 1934年， 78ペ一三人


























































































16) 立田信夫〔井上j晴丸) I日本産業組合論J1937年， 333ペー ジ。他に猪俣津南雄「日本に於け
る農業恐慌と産業組合J1935.年，東浦庄治「日木産業組合史J193fi年，重参院



















面 積(町) p 数〔戸〕
創 設 1維持|合計 創設|維持i合計
1926 3，389 3，452 10，320 238 10，558 
27 4，246 4，310 11，645 259 11，904 
28 6，037 93 6，130 15，R21 363 16.184 
29 6，698 60 6，758 16，394 217 16，611 
30 7，827 1口6 7，933 17，882 348 18，230 
31 7，675 1，830 9，505 lG，:IS.'l 3，704 20，059 
32 7，937 2，862 10，799 15，864 7，596 23，460 
33 7，840 1，1口8 8，948 15，484 3，199 18，683 
34 16，128 1，603 17，731 17，779 2，824 20，603 
35 17，907 1，212 19，119 18，677 2，350 21，027 





































19) 栗原百寿「日本農業の基礎構造J1948年， 235へー ジ毒照。 また， 井上国雄，養蚕の衰退と畑
作. ，日ぶ農業発達史」第8巻.195C年，害問し































































25) た〉えばj 柚木，前掲論文.284ページ。 また， 長野県での彊行土地所有の進展状況について
は，長瀬真，長野県に於ける銀行土地所有増大の傾向. r帝国農会報」第52巷3号，を参照凶
26) 栗原，前嵐官， 210ベー ジ以下も参問。

























三「農民層分解の構造一軒訓期ー J1975年ー 伏見信孝，農村構造の変化と協同組合の展開， r日
本史研究J139. 140合併号， 1973年3月，がある。





























31) 商工省「地方工業七実施上注意する事項J(佐藤元重，前掲書， 44ベー タに所収ー




























36) 佐藤，前掲言.4Bへー ジ，藤田敬三，前掲書， 116ベー ジにも同様の指摘がある。
37) 日本農業均三報」靖国輯， 117へージ。
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北海道 8ム明(1知5) 22魁甘(11狗4) 
東 it 140 (26.3) 59 (30.6) 
関 東 63 (11.8) 7 ( 3.6) 
北 座 36 (6.8) 13 ( 6.7) 
東山・東海 63 (11.8) 8 ( 4.1) 
oa 錨 49 (9.2) 16 (8.3) 
中 国 47 (8.8) 33 (17.0) 
山 国 4" (7.9) 24 (12.4) 
九 州 85 (15.9) 11 ( 5.9) 




























































47) 伏見信孝，前掲論文， 233、 /を見よ





























経済更生運動と農村経済の再編 (429) 63 
経済更生運動のもつ運動形式氏体は，その後戦時下の「皇国農村確立促進J= 
「標準農村確立運動」や，戦後の「新農村建設」運動にまで引き継がれてい〈
ことになる。
最後に，経済更生運動の考察を終えるにあたって，救農土木事業を含めた時
局匡救事業全体の農村開発史上の意義について一言述べておきたい。時局匡救
事業は，戦前日本資本主義の特質の一つであった小作問題の解決には一切手を
触れなかったという限界があったとはいえ， r内地農村」全体の窮乏を肯景に
未だ混在したあり方ではあったが，農村基盤の整備の上に農業[合理化」と農
村工業化を総合的に進めるという開発方式の点でも，また事業の資金動員，労
働力動員の仕方におL、ても，さらにそれが農民主救済するというよりもむしろ
資本の蓄積手段や農民ω階層分解政策手段となったと"う点でも，公権力によ
る現代地域開発の原型をなすものであり，いわば日本における生成期の地域開
発政策であったといえよう。
(1982年2月〕
